
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書 （小学校用）】

都道府県名 岩手県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 陸前高田市立高田小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ３ ３ ２ ２ １ １５
２４

児童数 ６２ ７７ ８６ ８３ ７２ ７６ ３ ４５９

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

一人一人に確かな学力を付ける指導の在り方
～算数科・国語科『書くこと』における個に応じた指導の工夫を通して～

２．研究内容と方法
（１） 実施学年・教科

平成１４年度
・ 全学年・算数科

、 。児童の理解度に差が出やすく また児童が難しさを感じる教科であるため
平成１５年度
・ 全学年・算数科・国語科「書くこと」の領域

算数科については前年度の継続研究、国語科「書くこと」の領域について
は、前年度研究の課題を受けて、表現力の育成・向上を図るため。

（２） 年次ごとの計画

○ テーマ
算数科における少人数指導やＴＴ指導等、個に応じた指導の在り方の工

夫（探る）
○ 研究の見通し（仮説）
（１）算数科の学習において少人数指導やＴＴ指導等、指導形態を工夫すれ

平 ば、児童一人一人に基礎・基本が確実に身に付くであろう。
成 （２ 「発展的な学習」や「補充的な学習」など、個に応じた学習のさせ方）

を工夫すれば、児童一人一人の学力を高めることができるであろう。14
年 （３）学習の評価の在り方を工夫し、指導に生かすように努めれば、児童一
度 人一人の意欲が高まり、確かな学力が身に付くであろう。

○ 研究の内容・方法
・ 学年、学級の実態や単元の特性を踏まえて、仮説に基づく授業実践を
行い、全体研究会の場で共通理解を図る。

・ 少人数指導など、個に応じた授業の実践を行う。
・ 評価の在り方を工夫し、指導に生かすようにする。

○ テーマ
算数科・国語科「書くこと」における少人数指導やＴＴ指導等、個に応

じた指導の在り方の工夫（深める）
○ 研究の見通し
（ ） 「 」 、１ 算数科・国語科 書くこと の学習において少人数指導やＴＴ指導等

平 指導形態を工夫すれば、児童一人一人に基礎・基本を身に付けることが
成 できるであろう。

（２ 「発展的な学習」や「補充的な学習」の充実を図っていけば、児童一15 ）
年 人一人の学力をより高めることができるであろう。
度 （３）学習の評価の在り方を工夫し、指導に生かすように努めれば、児童一

人一人の意欲が高まり、確かな学力が身に付くであろう。
○ 研究の内容・方法
・ 仮説に基づく授業実践を行い、全体研究の場で検証する。
・ 評価の在り方を工夫し、指導に生かすようにする。
・ 研究組織の見直しをする。



○ テーマ
算数科・国語科「書くこと」における少人数指導やＴＴ指導等、個に応

じた指導の在り方の工夫（まとめる）
○ 研究の見通し（現段階の予定）

確かな学力を身に付けていくために、個に応ずることを基に、次のよう
な指導の工夫を実践していく。

【算数科】
平 （１）児童個々の実態把握とその生かし方の工夫
成 （２）個に応じた指導形態の工夫

（３）問題解決における個に応じた指導の工夫16
年 （４）観点を明確にした評価の工夫
度 【国語科「書くこと 】」

（１ 「書くこと」の意欲を高めていく指導の工夫）
（２ 「書くこと」の能力を高めていく指導の工夫）
（３）観点を明確にした評価の工夫
（ ） 「 」 、４ 算数科・国語科 書くこと の学習において少人数指導やＴＴ指導等
○ 研究の内容・方法
・ 仮説に基づく授業実践を行い、全体研究会の場で検証する。
・ 評価の在り方を明らかにし、指導に生かすようにする。
・ 研究組織を生かした実践を進める。

（３） 研究推進体制

校長 教頭 研究推進委員会 研究部

全体研究会

評価研究部 授業研究部 日常実践研究部

学 団 研 究 会
低学団部会 中学団部会 高学団部会

※ 本年度はさらなる学力向上を図るために、授業研究部、評価研究部、日常
実践部を組織し、より多くの視点から研究を推進できるように考慮した。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

（１）算数科の授業研究を通して
① 本年度は、指導形態としてＴＴ、等質分割、習熟度別分割、課題別分割
指導を取り入れ、それぞれのよさを生かし、少人数指導を進めてきた。こ
れらの指導から、児童一人一人に目が行き届く、児童のつまずきや学習状
況に応じた指導ができる、児童の興味・関心に応じた指導ができる等のよ
さを改めて確認することができた。
② 児童の意識調査等から、分からないところをじっくり教えてもらえる、
自分の力に合わせて学習を進めることができる、発言の機会が増える等の
プラスの意識に変容してきている。
③ 児童の興味・関心等を基に、発展的、補充的内容を取り入れ指導するこ
とで、児童の算数学習への興味・関心の広がりや、さらなる基礎・基本の
確実な定着につながってきている。

（２）国語科「書くこと」の授業研究を通して
① 「書くこと」の基礎・基本を取材、構成、記述、推敲・評価のそれぞれ
の技能を身に付けるとおさえ、各段階の授業研究に取り組むことで、指導
の在り方を探ってきた。そのことで、児童は感性をよく働かせたものの見
方やとらえ方ができるようになったり、構成や表現をよく工夫し、自分の
思いや考えを確かに書くことができるようになったりしてきている。これ
らの力は、国語だけにとどまらず、各教科の学習の中で、基礎的・基本的
な力となり、学力向上につながってきている。
② 「書くこと」の学習では、指導形態としてＴＴ指導を取り入れ授業を進
めてきた。複数の教師が指導にあたることで、作文学習の特性である、一
人一人の作業量が多くなることに対応し、限られた時間の中で一人一人の
学習状況に応じてよりきめ細かな指導ができるようになった。
③ 指導の指標の一つではあるが、各種作文コンクールにおいても、入賞す
る作品が多くなってきている。さらには学校賞を受賞したコンクールもあ
り、全体として書くことの力が向上してきている。

（３）学習の評価の在り方について
① 算数科と国語科「書くこと」について、単元毎に児童一人一人の個人記
録表を作成し、評価の観点に沿って評価記録を蓄積することで、児童一人
一人の到達度や課題がより明確になり、指導に生かすことができてきてい



る。
② 児童の自己評価については、思考の中身を書くことを中心とし、分かっ
たことやつまずき、学習態度なども評価の観点に含め、毎時間取り組んで
きた。そのことで、児童の意欲付けや自己課題の把握、達成感・充実感を
もつことができるようになってきているとともに、単元学習の指導に生か
すことができるようになってきている。
③ 評価規準や判断基準を明確にすることで、単元を通しての指導の手立て
がより効果的に講ずることができるようになってきた。

（４）日常実践を通しての成果
① 朝自習では、計算、漢字、書く活動、読書活動を設定し、短時間で毎日
繰り返し取り組むことで、基礎学力の定着につながってきている。また、
計算と漢字については、一人一人の学習状況を記録することで、指導に生
かすようにしてきた。
② 休み時間にチャレンジルームを設置し、算数のチャレンジ問題に自主的
に挑戦することで学習の意欲化と日常化を目指し、取り組んできた。その
結果、学習に意欲的に取り組む児童が少しずつではあるがみられるように
なってきた。
③ 書く活動で取り組んだ作品発表を中心に、学団朝会、全校集会を行って
きた。そのことにより、友達の作品のよさに気付いたり、自分の学習に生
かそうとする態度が育ってきている。また、発表を聞こうとすることで、
大切なことをおさえながら集中して聞こうとする態度も育ってきている。
このことが、授業実践に生きてきている。

（５）各種学力検査等から
① ＮＲＴの結果から（全国比１００）
国語科「書くこと」について
・ 「書くこと」の領域については、学校全体で平成１４年度が１０２、
平成１５年度が１０５と３ポイントの伸びがみられた。
・ 国語科全体でみても、学校全体で平成１４年度が１０２に対して、平
成１５年度が１０６であり、着実に学力が向上している。

算数科について
・ 算数科全体でみると、学校全体で平成１４年度が１０７、平成１５年

、 。度が１０６と１ポイント下がっているが 一定の学力水準は保っている
② ＣＲＴの結果から（全国比１００）
国語科「書くこと」について
・ 「書くこと」の領域については、学校全体で１１４であり、４月のＮ
ＲＴの結果（１０５）と比較すると、大きな伸びがみられる。
・ 国語科全体でみると、学校全体で１０８であり、４月のＮＲＴの結果
（１０６）と比較するとわずかだが伸びがみられた。
算数科について
・ 算数科全体でみると、学校全体で１０２であり、４月のＮＲＴの結果
（１０６）と比較すると４ポイント下がっているが、全国水準は上回っ
ている。
・ 第２学年の、算数への関心・意欲・態度の得点率が９３％と高い数値
を示している。

２．今後の課題

(１) 算数科・国語科「書くこと」の研究を通しての課題
① ＴＴ指導や少人数指導では、時間割や教室割り当ての編成が難しく、教
師の動きが複雑になる。また打ち合わせの時間の確保も難しい。
② 多様な指導形態の授業実践を積み重ねてきたが、学習単元を通してどの
学習にどの指導形態が有効なのかをさらに追究する必要がある。
③ 習熟度別分割指導を行う場合、学習状況が遅れがちな児童の集まる集団
はどうしてもメンバー構成が同じになってしまう傾向があり、児童の心情
面への配慮が難しい。
④ 児童の学習状況や個に応じた指導のための、さらなる教材・教具の工夫
が必要である
⑤ 算数科・国語科「書くこと」については、児童一人一人の評価を毎時間
分記録し、評価記録を蓄積しているが、時間的なことや人数的なことなど
の理由から大変労力を要する。そこで、より効率的でより有効な評価方法
の工夫が必要である。

（２）日常実践を通しての課題
① 朝自習では、学習の遅れがちな児童がどうしても出てしまう。そのため
補充指導の工夫が必要である 。。
② チャレンジルームでは、来室する人数によって、つまずきに対応した指
導が十分できず担任との連携の在り方を考えていかなければならない。
③ 集会活動等では、１年生から６年生までの作品発表をするので、聞く側
の立場から発達段階を考えた内容の検討が必要である。



Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

１ 標準学力検査ＮＲＴ
（１）実施時期 ４月
（２）実施学年 全校
（３）目的 ① 児童の学力水準を全国基準で客観的に把握する。

② 重点指導領域の確認をする。
２ 標準学力検査ＣＲＴ
（１）時期 １２月
（２）実施学年 ２・４・６年
（３）目的 ① 児童の基礎・基本の定着度の確認をする。

② 観点別に学習状況の把握をする。
③ 通過率や誤答内容等の確認と補充指導をする。

３ 単元学習におけるＰ１、Ｐ２テスト、単元テスト
（１）時期 単元学習前及び単元学習終了後
（２）目的 指導の有効性を検証する。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

１ 平成１５年度活動経過
開催期日 内 容 テーマ等
５月 日 学力向上フロンティアスク ・ 学校の課題、研究内容等の説明16

ール研究地区推進会議 （各市町村教育委員会指導主事、事務所担
当指導主事、校長、研究担当、ＰＴＡ役
員）

６月～９月 地区懇談会 ・ 学力向上に向けての研究計画及び取組
状況等の説明（学校職員、保護者）

９月２日 授業参観日 ・ ＴＴ指導の授業実践の公開
第３学年授業公開（算数）

９月 日 岩手県学力向上フロンティ ・ 学校の課題、研究内容等の説明10
、 、アスクール研究推進会議 (各市町村指導主事 事務所担当指導主事

研究担当）

月９日 授業参観日 ・ １学級を２つのコースに分けての少人12
第６学年授業公開（算数） 数指導の公開

地区推進会議 ・ 研究の推進状況12 15月 日
（校長、教頭、教務、研究担当、ＰＴＡ役
員）

１月 日 岩手県学力向上フロンティ ・ 研究の中間報告（取り組み状況、成果14
アスクール研究推進会議 と課題等 （各市町村教育委員会指導主）

事、事務所担当指導主事、校長、研究担
当）

２ 研究成果普及のための研究会の開催予定
○ 平成１６年１０月 学校公開予定

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校レ
【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級

１３～１８学級 １９～２４学級レ
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導レ レ
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科レ レ
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無レ
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